
 

 

平成２８年６月２０日 

 

「日中韓学生アニメーションフェスティバル２０１６」の開催 

 

 
 

１ 開催趣旨 

平成２６年１１月に横浜市で開催された第６回日中韓文化大臣会合において，日
中韓３か国の次世代を担う青少年の文化交流を更に活発化させるため，日本から
「日中韓青少年文化交流プロジェクト」を実施することを提案しました。 
本事業は，この提案に基づき，昨年度に引き続き実施するもので，日中韓の芸術

系大学においてアニメーションを学ぶ学生が混成チームを結成し，横浜市において
合宿して共同制作を行います。 
さらに，学生に加えて各大学の教員，各国の若手監督が一堂に会する機会を設け，

今回共同で制作した作品や各大学の学生が制作した作品の上映，シンポジウム等を
行います。 
これらを通じて３か国の文化交流・青少年交流の促進に寄与することを目的とし

て，本フェスティバルを開催するものです。 
 

２ 開催概要 
（１）日 時 平成２８年７月２９日（金）１４：００～１８：４０ 

７月３０日（土）１０：００～１７：００ 
７月３１日（日）１１：００～１９：００ 

 
（２）場 所 東京藝術大学 横浜校地 馬車道校舎 

（〒２３１－０００５ 神奈川県横浜市中区本町４－４４） 

 
（３）主催等 

主  催 文化庁，東京藝術大学 
後  援 横浜市，一般社団法人日本動画協会，日本アニメーション協会， 

東京アニメアワードフェスティバル 
   協  力 花開くコリア・アニメーション 

参加大学 （日本）東京藝術大学，多摩美術大学 
（中国）中国伝媒大学，浙江大学 
（韓国）韓国芸術総合学校，中央大学 

文化庁では，東京藝術大学との共催で，日中韓３か国からアニメーションを学

ぶ学生や若手監督等が参加し，作品上映やシンポジウム等を行う「日中韓学生ア

ニメーションフェスティバル２０１６」を開催いたします。 



（４）内容 
【７月２９日（金）】 
１４：００ 開会挨拶 
１４：１０ 韓国長編アニメーション『そばの花，運のいい日，そして春春』上映（日本語字幕） 
１６：１０ アン・ジェフン監督トーク「アニメーションの表現力」（同時通訳） 
１７：４０ 日中韓学生アニメーション共同制作（Ｃｏ－Ｗｏｒｋ）成果発表会 
１８：４０ 終了 

 
【７月３０日（土）】 
（日中韓学生アニメーション作品上映） 
１０：００～１１：００ 東京藝術大学（日本） 

１１：００～１２：００ 韓国芸術総合学校（韓国） 
１２：００～１２：５０ 浙江大学（中国） 
１４：００～１５：００ 中央大学（韓国） 
１５：００～１６：００ 中国伝媒大学（中国） 
１６：００～１７：００ 多摩美術大学（日本） 
１７：００ 終了 

 
【７月３１日（日）】 
１１：００ 中国長編アニメーション『西遊記 ヒーロー・イズ・バック』上映（日本語字幕） 
１３：００ 同上（２回目上映） 
１５：００ 日中監督トークセッション「アジアの３ＤＣＧアニメーションの未来」（同時通訳） 

ティエン・シャオポン監督×宮崎吾朗監督 

１７：３０ シンポジウム「日中韓学生アニメーションフェスティバルの将来と今後の発展」（同時通訳） 
１９：００ 終了 

 
※作品解説等詳細は別添のとおりです。 
※予告なく演題，上映作品，講演者を変更する場合がございます。 
※最新情報は下記専用ウェブサイトを御参照ください。 

 
（５）参加申込み 

・２９日（金）のプログラム及び３１日（日）のプログラムへの参加は事前申込
みが必要ですので，参加を希望される方は，下記専用ウェブサイトからお申し
込みください。（申込み受付：６月２４日（金）より） 

・ただし，２９日（金）のプログラムのうち「成果発表会」及び３１日（日）の

プログラムのうち「シンポジウム」については，事前申込みは必要ありません。
また，当日空席があれば，事前のお申込みがなくても入場可能です。 

・プログラムごとの入れ替え制になります。定員になり次第締め切ります。 
 

専用ウェブサイト http://animation.geidai.ac.jp/jcksaf/ 
 

※上記ウェブサイトからのお申込みが難しい方は，専用メールアドレス
（jcksaf@animation.geidai.ac.jp）宛てに以下の情報をお送りください。 
①お申込みプログラム日時 
②お申込みプログラム名 
③御氏名 



 
（６）問合せ先 

日中韓学生アニメーションフェスティバル事務局 
東京藝術大学大学院映像研究科 アニメーション専攻 
住 所 〒２３１－０００２ 神奈川県横浜市中区海岸通４－２３ 万国橋会議センター３Ｆ 
E-mail contact@animation.geidai.ac.jp 
電 話 ０４５－２２７－６０４１ 
ファクス ０４５－２２７－６０４２ 

 
 
 

 

 

＜担当＞ 文化庁長官官房国際課 

課    長 匂坂 克久（内線２８４５） 

国際文化交流室長 髙橋 徳嗣（内線３１５３） 

室 長 補 佐 林  保太（内線３１６６） 

振 興 係 長 是永 寛志（内線３１６７） 

電話：０３－５２５３－４１１１（代表） 



シンポジウム   「日中韓学生アニメーションフェスティバルの将来と今後の発展」  《日中韓 同時通訳》

岡本 美津子
Mitsuko Okamoto

東京藝術大学
大学院映像研究科
教授

野村 辰寿
Tatsutoshi Nomura

多摩美術大学 

グラフィックデザイン学科
教授

周建新
シュウ・ジャンシン

中国伝媒大学
芸術学部 教学管理室
主任教授

盘剑
パン・ジェン

浙江大学
映像・アニメ ション・ゲ
ム研究センタ    主任教授

Park Sehyung
パク・セヒョン

韓国芸術総合学校映像院
アニメ ション学科
教授

Kim Jaewoong
キム・ジェウン

中央大学
先端映像大学院
教授
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[日・SUN] 日中韓の映像コンテンツの将来を担う若い映像監督同士の交流を目的とした本イベント。この枠組みを継続的に発展させていくために、また、3カ国の教育・研
究機関が共同して世界をリードするコンテンツの拠点となっていくためにはどうすればいいのでしょうか。参加大学の教授陣が、様々な観点から議論します。

注）プログラムごとの入替制になります。予告なく演題、上映作品、講演者を変更する場合がございます。ご了承ください。
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開会挨拶

韓国長編アニメーション上映
「そばの花、運のいい日、そして春春」

監督トーク：アン・ジェフン監督
「アニメーションの表現力」

日中韓学生アニメーション共同制作
（Co-Work)成果発表会

日中韓学生アニメーション作品上映
東京藝術大学（日本）

韓国芸術総合学校（韓国）

浙江大学（中国）

中央大学（韓国）

中国伝媒大学（中国）

多摩美術大学（日本）

中国長編アニメーション上映
「西遊記 ヒーロー・イズ・バック」

中国長編アニメーション上映
「西遊記 ヒーロー・イズ・バック」

日中監督トークセッション
ティエン・シャオポン監督×宮崎吾朗監督
「アジアの３DCGアニメーションの未来」

シンポジウム「日中韓学生アニメーション
フェスティバルの将来と今後の発展」
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左記WEBフォームでの申し込みが難しい方は jcksaf@animation.geidai.ac.jp 宛へ

(1)プログラム日時、(2)プログラム名、(3)氏名 をお送りください。
・プログラムごとの入替制になります。
・定員になり次第締め切らせて頂きます。なお当日空席があれば申し込みがなくてもご入場いただけます。
・予告なく演題、上映作品、講演者を変更する場合がございますので、予めご了承ください。
・最新情報はWEBにてご確認ください。

会場：東京藝術大学 横浜校地 馬車道校舎
アクセス： みなとみらい線「馬車道駅」７番出口を出てすぐ

お問い合わせ
東京藝術大学 大学院映像研究科 アニメーション専攻
〒231-0002 神奈川県横浜市中区海岸通4-23 万国橋会議センター 3F

TEL: 045-227-6041／ FAX: 045-227-6042

E-mail: contact@animation.geidai.ac.jp

日中韓学生アニメーションフェスティバル事務局

タ イ ム テ ー ブ ル

文化庁日中韓学生アニメーション共同制作等事業

主 催：文化庁 東京藝術大学

後 援：横浜市 一般社団法人日本動画協会 東京アニメアワードフェスティバル
日本アニメーション協会

協 力：花開くコリア・アニメーション
参加大学：東京藝術大学（日本） 多摩美術大学（日本） 中国伝媒大学（中国） 浙江大学（中国）

韓国芸術総合学校（韓国） 中央大学（韓国）

会場：東京藝術大学 横浜校地 馬車道校舎 
 http://animation.geidai.ac.jp/jcksaf/

7/29 7/30 7/31[金] [土] [日]FRI SAT SUN2016 ｜入場無料

イラストレ ション キム・ハケン

入場無料／※ただし、    の表記のあるプログラムは事前申込が必要です。

WEBサイトの申し込みフォ ムよりお申し込みください。
http://animation.geidai.ac.jp/jcksaf/entry.html

事前申込 （申込受付：６月２４日より）
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アニメーションを媒介とした日中韓の文化交流。明日のアニメーション界を担う日中韓3ヶ国の若手
制作者の交流と教育機関のネットワークを作ることをめざします。

韓国長編アニメーション上映「そばの花、運のいい日、そして春春」アン・ジェフン監督、ハン・ヘジン監督 《日本語字幕》 

日中韓学生アニメーション作品上映

中国長編アニメーション上映「西遊記 ヒーロー・イズ・バック」  ティエン・シャオポン監督《3D上映・日本語字幕》 

   日中監督トークセッション ティエン・シャオポン監督 × 宮崎吾朗監督 

「アジアの３DCGアニメーションの未来」  《日中韓 同時通訳》

日中韓学生アニメーション共同制作（Co-Work）成果発表会

 監督トーク：アン・ジェフン監督

「アニメーションの表現力」
《日中韓 同時通訳》

2011年公開の長編「大切な日の夢」のアン・ジェフン監督とスタジオ「鉛筆で瞑想」が、教育放送局EBSと共同企画した「韓国短編文学アニメーション」 シリー
ズの第1弾。韓国の近代文学を代表する3編の短編小説「そばの花の咲く頃」(作：李孝石)、「運のいい日」(作：玄鎮健)、「春・春」(作：金裕貞 ) が収められている。
各作品とも1920～30年代の朝鮮半島を舞台としており、綿密な時代考証のもと、登場する地域を数度にわたりロケーションを行うなどして、それぞれ約1年半
をかけて制作されている。「大切な日の夢」で1970年代の高校生たちの日常をみずみずしく表現したアン・ジェフン監督が、今作でも大きな変化の時代を迎えた 
朝鮮社会の姿、そこで生きる庶民たちの悲喜こもごもを、独特の映像美で描き出している。 2014年／韓国語／ドルビー／ 90分／ 2D

10:00～   東京藝術大学（日本） 11:00～   韓国芸術総合学校（韓国） 12:00～   浙江大学（中国）

日中韓の６つの大学からの選りすぐりの学生作品を上映します。 
上映前に各大学学生から、一言大学アピールあり！

西遊記でティエン監督が求めたのは、東洋的な動き。西遊記ではそれが見事に表現されています。宮崎監督もまた、NHK「山賊の娘ローニャ」で3DCGを使っ
たテレビシリーズを制作。2016年国際エミー賞グランプリを受賞しました。独自の３DCGの表現を追求する２人の監督がその表現の可能性を語り合います。

2010年から開催されており今年で7回目を迎えるCo-Work。今年は7/18 ～ 7/28の日程で、東京藝術大学、多摩美術大学、中国伝媒大学、韓国芸術
総合学校、中央大学（韓国）の5校のアニメーションを学ぶ学生たちが横浜で合宿し、共同でアニメーション作品を制作します。テーマは「Discover」。
様々な「発見」に満ちた、汗と涙の制作模様とできたばかりの作品をどうぞご覧ください！！

Ahn Jaehoon アン・ジェフン
アン・ジェフン監督は韓国で最初にスタジオ制作システムを投入、“治癒力を持つ絵、感動を呼ぶ色”に価値を置いた作品 

を制作する「鉛筆で瞑想」スタジオの設立者であり、アニメ タ 出身の監督だ。フィルム時代を経てデジタル作業に至る 

韓国アニメ ションの過程を経験し、短編アニメ ションからTVシリ ズ、OVA、劇場用までの全てのジャンルを演出した 

唯一の監督でもある。1998年初の短編アニメ ション「ヒッチコックのある一日」をはじめ、短編アニメ ションと商業アニ 

メ ションの両方面から活発な制作活動を行ってきた。2011年初の劇場用アニメ ションの「大切な日の夢」が韓国で 

全国公開され、3作目の長編アニメ ション「通り雨、巫女図」が今年末に完成予定。また、2018年韓国公開予定の
長編アニメ ション「千年の同行 (仮題 )」を現在制作中。

田暁鵬 ティエン・シャオポン
1975年北京生まれ。十月数碼集団代表取締役。 ＊数碼＝デジタル
1993年北京工業大学ソフトウェア専攻で学ぶ。大学卒業後、外資系のアニメ
制作会社に就職。国産アニメ「西遊記」の制作に携り、そのうち四話を監修。十
月数碼アニメスタジオ設立、美術総監督を務める。監督を務めた3Dアニメ映画
「TURBOBOY」（未公開）で中国視協カ トゥ ン芸術委員会や中国デジタル
芸術専門委員会で受賞。アメリカにてゲ ム「スパイダ マン」CM動画制作＆ア
ニメ監督も担当。上海万博万科館で流す3Dアニメ映画「蟻穴探検」監督。ゲ
ム「仙剣奇侠伝5」CCコマ シャルアニメ監督。イタリアポンペイ博物館で流す
4Dアニメ映画監督。オンラインゲ ム「傭兵天下」CGコマ シャルアニメ監督。
アニメ映画「西遊記之大聖帰来」監督など多くの作品を監督し制作している。

注）プログラムごとの入替制になります。予告なく演題、上映作品、講演者を変更する場合がございます。ご了承ください。注）プログラムごとの入替制になります。予告なく演題、上映作品、講演者を変更する場合がございます。ご了承ください。

宮崎吾朗 みやざき・ごろう
1967年東京生まれ。信州大学農学部森林工学科卒業後、建設コンサルタ
ントとして公園緑地や都市緑化などの計画、設計に従事。その後1998年よ
り三鷹の森ジブリ美術館の総合デザインを手がけ、2001年より2005年6月
まで同美術館の館長を務める。2004年度芸術選奨文部科学大臣新人賞
芸術振興部門を受賞する。2006年公開のスタジオジブリ作品「ゲド戦記」
でアニメ ション映画を初監督。「コクリコ坂から」（2011）で2作目の監督を
務める。2014年秋には、NHK・BSプレミアムでTVアニメ ションシリ ズ
初監督作品「山賊の娘ロ ニャ」（制作・著作：NHK、ドワンゴ）を発表した。
2016年4月、世界の優れたテレビ番組に贈られる国際エミ 賞で同作品が
子どもアニメ ション部門で最優秀賞に選ばれる。

29

30

31

30

7

7

7

7

14:00～

10:00～

11:00～／ 13:00～

15:00～

[金・FRI]

[土・SAT]

[日・SUN]

[土・SAT]

16:10～

17:40～

 

「
春
・
春
」

 

「
運
の
い
い
日
」

 

「
そ
ば
の
花
の
咲
く
頃
」

「大閙天宮」から時が経つこと四百年余り、「斉天大聖」は伝説の存在となっていた。妖怪に脅かされる長安の街では、孤児の江流児（出演：林子傑）と托鉢僧
の法明（出演：呉文倫）が互いに寄り添って暮らしており、少年は「大閙天宮」の孫悟空（出演：張磊）に強く憧れを抱いていた。そんなある日、山妖（出演：呉迪）
が子供たちを連れ去ろうと長安の街を襲う。江流児は一人の少女を助けたが、そのせいで山妖に追われてしまう。五行山へ逃げ込んだ江流児は、偶然孫悟空
の封印を解くことに。自由になった孫悟空は花果山に戻ろうとするが、腕の封印がまだ解けておらず、江流児の恩もあるため、嫌々ながら長安の街までの護衛と
なる。途中、縁に導かれて八戒（出演：劉九容）と玉龍にも出会うが、彼らには昔の英姿がなくなっていた。妖王（出演：童自栄）は少女を奪おうと宿屋で罠を
仕掛け、悟空が神通力を失っているのに気づき、簡単に少女を捉えた。少女を助けに行くことを渋る悟空に、江流児は自らの力で少女を救い出そうと決意する。
皆既日食の日、妖王が懸空寺で子供たちを丹炉に入れるのを阻止するため、江流児は道場に入り込む。そして、最後の戦いが始まった……
（東京アニメアワードフェスティバル長編部門2016優秀賞受賞）    2015年／中国語／北京語／ドルビー／カラー／ 89分／３D上映

14:00～   中央大学（韓国） 15:00～   中国伝媒大学（中国） 16:00～   多摩美術大学（日本）

  n  

g  d  S   e A   

『  』Shen Huaqing、『T  N 』
Shen Huaqing, Liu Ran、『Th  a imation of 

j  v r t  t c u 』Jin 

Jing, Liu Ran、『 h  m o   z  

lic ic cl 』 Jin Jing、『G20 ai   u』 
Liu Ran、『  mm c m 』Liu 

Ran、『 n』Yang Canrong、『    m』 
Huang Yingying、『 m』Yang Junhuan、
『  y  gg』Zeng Qiqi

『  s    y mmy』Park Damin、『
a s』An Seonwoo、『My fa e '  r om』

Jang Nari、『 am d 』Kim Jisoo、
『 l 』Kim Heeyean、『 no n  i 』Lee 

Hyunmi、『  D r F i 』Ko Seungah、
『F m 』Koo Jaseon、『 』Shin Aran

『傘』 、『 の ラ』お・ゆんじぇ、『 ぁ
れ 』井上幸次郎、『 の 口 中』 新新、
『 ちへ』山中澪、『 』円香、
『ふ し』  清家美佳、  『D  t  m』
Ｋ・チャヤーニット、  『  t k  a t le 

o 』小川育

『G a a 』Lee Jungeun、『 ox』Cho 

Geunwoo、『  P m 』Kim Takhoon, 

Ryu Jinho, Park Sungho、『T  Fo ks i  

y H 』Kim Takhoon、『O  a l 』
Kim Geunjeong、『  p n  ng』Ann 

Hyounghye

『H  e a y』Cheng Teng, Liang Fan、
『L  nc 』Duan Wenkai, Ma Weijia、『T  

S  f  Rai 』Zheng Yawen、『My lit l  o l 』
Chen Mengqian, Liu Jiao、『  C o c  of  

g Yout 』Kan Tuo, Bao Yuanhui, Zhang 

Jiamo、『Fl  o  Wi 』Cao Runze, Jin Zewei、
『T  a 』Ren Wenyu, Xu Rui、『 r g  

T 』Cao Runze, Jin Zewei, Yang Han、
『P tal of D i e』Liu Keling, Lu Fengshuo

『 コ 』中内友紀恵、『  M 』
久野遥子、『 ュ りま ん 』 
姫田真武、『 か し い 』朴美玲、 『 い
』中舎康平、『 れヘ 』やまだみのり、

『 でき 』木畠彩矢香、『 風 』橋爪
伸弥、『 』岡崎恵理、『夏 』
冠木佐和子
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文化庁日中韓学生アニメーション共同制作等事業
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